




































　本会議へは 55 か国から 300 人を超える科学者を招聘し、2日間に渡る濃密な会議が、副総理大臣来席の下、首都、
タシュケントの科学アカデミー、及びウズベキスタン国立大学で開催されました。
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ウズベキスタン政府及び科学アカデミー主催、第一回科学国際会議に出席して（四竈）
写真 1　国立科学アカデミーの会場の様子
　すべてが、国の丸抱えで、出席者はVIP 待遇で遇され、未知の国への旅行の不安は、首都のタシュケント国際空
港へ飛行機が着陸したまさにその時に解消されました。
　会議は、国が振興する、宇宙天文物理、基礎物理を中心に行われましたが、関連した、物性物理、新素材開発関連
のセッションも設けられ、私はそこでの発表の機会を頂きました。日本からは基礎物理の第一人者が、東京大学、北
海道大学、名古屋大学、筑波大学、慶応大学（招待者は同大学に所属するイタリア人）、より招聘され、私もかなり
専門がずれているとはいえ末席に列することができました。会議の概要を図 2に示します。
図 2　会議概要
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八戸工業大学地域産業総合研究所紀要　第 15 巻
　会議期間中は、様々な同国の歴史文化に触れる機会を頂き、会議終了後の 12 日には新幹線で古都サマルカンドま
で出向き、シルクロードを中心とした古い歴史に触れることが出来ました。
　印象に残ったいくつかを報告させていただきますが、まず、首都タシュケントは近代的な大都市であり、新しい国
ながら、その背景の古い文化と歴史を自負していることです。特に、モンゴル帝国が分裂した後の 14 世紀にこの地
から出て、新たな国際帝国を築き上げたティムールは国の英雄として崇められています。写真 2にタシュケント中央
部の広場にあるティムール像を示します。
…
写真 2　タシュケント市内のティムール像
　また、本会議の主催の大きな理由である、ティムールの孫がヨーロッパ・ルネサンスの前に作り上げた大規模天文
観測所を写真 3に示します。これは、古都サマルカンドの中心部の小高い丘に建設されたものです。
…写真 3　イスラム・ルネサンスに建設された大規模天文観測施設
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ウズベキスタン政府及び科学アカデミー主催、第一回科学国際会議に出席して（四竈）
　最後になりますが、絹の道の雰囲気を味わっていただく一枚として、サマルカンド中心部の世界で最も美しいとウ
ズベキスタンが自負するイスラム建築群を示します。（写真 4）
写真 4　サマルカンド中心のイスラム寺院
　本会議の成功を見て、ウズベキスタン政府は、この国際会議を第一回として引き続き、2− 3年に一度継続して開
催することを計画しているようで、サマルカンドの写真 4の広場で数年に一度大規模に開催される、中央アジアの歌
唱コンクールと併せた、二大国家イベントとしたいようでした。
　本会議に出席するにあたりましては、タシュケント国立大学の実行委員会、ウズベキスタン大使館等から篤い
ご援助を頂きました。本会議への招待の労をとってくれた、私の共同研究者でもある、チューリン工科大学の…
Maksudbek…Baydjanov 博士（写真 5）、及び、この会議への出席をご許可くださった長谷川明八戸工業大学学長にも
御礼申し上げます。
写真 5　…Maksudbek…Baydjanov 博士と会場前で
